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よかった探し 
 

 春は別れと出会いの季節です。この学校においても、本日、３年生の先輩たちが卒業し、本校を巣立って

いきます。そして、４月になると新入生がみなさんの後輩として入学してきます。また、先生たちの異動

（転勤など）もきっとあることでしょう。 

 この学校に入学したときのことを思い出してください。多くの人は不安があったはずです。新しい生活へ

の期待を持ちつつも、同級生は知らない人ばかり。どのように接してよいのか悩んだ人もいたと思います。

しかし、時を経て、みなさんはこの学校に慣れ、入学時の不安はどこかに消えました。勉強、部活動、生徒

会活動などを経験したみなさんは、ひと回りもふた回りも大きくなりました。 

 この１年間（または２年間、３年間）、楽しかったことも、そうでなかったこともあったと思います。でも、

楽しかった思い出はあったはずです。そのことを大切に胸にしまっておきましょう。「そんなのないよ」なん

て言わないで探してみましょう。「よかった探し」をして、４月から新たなステージで頑張っていきましょう。 

 

 

 

１～３月の行事等から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ活用職員研修会を実施しました 

 １／１８（木）、ＩＣＴ活用職員研修会を行い、「Google Workspace の

活用」について研修を深めました。今年度の１年生からタブレット端末

が導入され、教育現場でもＩＣＴの活用が進んできました。タブレット

上でグループ学習をする機会に備え、「一つのファイルを何人かで同時

編集する」ことを中心に学びました。 

 

ピアノ発表会（保育科）を行いました 

 １／２２（月）、保育科のピアノ発表会を行いました。保育科３年生

がピアノの練習の成果を発表する場として、毎年行われています。 

 今回は、生徒と職員による有志合奏も行われました。 

 経験者の演奏はもちろん聴きごたえがありましたが、初心者も立派な

演奏を披露していました。当日の運営も生徒が行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家政科学科合同学習会／保育科合同学習会を行いました 

 １／２４（水）、家政科学科と保育科でそれぞれ合同学習会が行われました。卒業を控えた３年生

から、下級生たちに、専門学科における３年間の学びを伝えるというもので、毎年行われています。 

 先輩たちからの体験報告やアドバイスに、１・２年生は熱心に耳を傾けていました。 

 

浴衣の着付けを学習しました（家政科学科） 

 １／２５（木）、若山和裁教室の先生を招き、浴衣の着付け教室を行

いました。生徒たちは先生のご指導のもと、クラスの仲間や本校教諭の

助けを受けながら、全員が浴衣を着ることができました。着付けに使っ

た浴衣は、家庭科技術検定・被服製作和服１級受験時に、生徒自身が製

作した浴衣です。 

 

ＪＩＣＡ出前講座が行われました（保育科） 

 ２／１（木）、ＪＩＣＡ出前講座を実施しました。青年海外協力隊員

としてアフリカのガボン共和国で幼児教育に携わった方をお招きし、青

年海外協力隊に応募したきっかけや、現地での活動などをお話しいただ

きました。生徒たちの感想には、「自分の将来の視野を少し広げること

ができました」など、前向きな言葉が書かれていました。 

 

貴重な学びの機会をありがとうございました。 

 

第２回学校評議員会・学校評価懇話会（鴻女を考える会） 

 ２／６（火）、本年度の第２回学校評議員会ならびに第２回学校評価

懇話会（鴻女を考える会）が行われました。 

 今年度の本校教育活動の説明、校内視察、学校自己評価システムシー

トの説明、学校の取組及び各学年の取組の報告、生徒会の取組の発表が

行われました。また、意見交換を行いました。 

 

小学生の琴体験に協力しました（筝曲部） 

 ３／７（木）・８（金）の２日間にわたり、本校筝曲部は小学生の琴

体験に協力いたしました。本校筝曲部の外部講師の指導のもと、鴻巣東

小学校の４年生たちは、琴の基本事項について学習し、爪をつけて琴を

弾く練習をしました。小学生たちは、授業の終わりには、「さくら さ

くら」を合奏するまでに上達しました。 


